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 端末室の PC を Windows，Mac 混在からす
べて Windows PC に統一 
 クライアント OS を Windows8.1 から
Windows10 へアップデート 











































大きく変わらないが，端末室 PC は Windows PC
に統一した。 




図 1 新システム(2019/3～)概要 
 
 














表 1 五福 サーバ群スペックの新旧比較 
  新システム 旧システム 
Core 数 192 個 144 個 
メモリ 1536GB 1152GB 
SSD Disk 65TB 4TB 
SAS Disk 65TB 100TB 
SATA Disk 200TB 200TB 
 
表 2 杉谷 / 高岡 サーバ群スペックの新旧比較 
  新システム 旧システム 
Core 数 56 個 32 個 
メモリ 192GB 128GB 
SSD Disk 10TB / 8TB 2TB 
SAS Disk - 21TB 




























ネットワークも，サーバ１台が 10Gbps を 4～6
口と複数個持つことで，広帯域を確保した。 
 
３.２ 端末室 PC 
 端末室の PC は，旧システムでは，五福キャン
パスは Windows PC，杉谷・高岡キャンパスでは，
Windows PC と iMac が導入されていた。新シス
テムでは，これを Windows PC に統一した。 
 Apple 社が MacOS の Netboot サポートをやめ




Windows PC に統一した。 
 Windows PC については，旧システムに続いて
富士通製 PC（図 3）となった。スペック的な変化
は，表 3 のとおりである。 
 
図 3 新 Windows PC 
 
表 3 Windows PC スペックの新旧比較 






メモリ 16GB 8GB 
Disk SSD 200GB HDD 250GB 
DVD DVD-ROM DVD-R/W 
OS Windows10 Pro Windows8.1 Pro 
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 CPU については，あまり変化がないが，メモリ
は 16GB と倍増したことにより，Adobe 系のソフ
トウェアなど大容量メモリが必要なアプリケーシ
ョンにおいて，快適な動作が望めると思われる。 
 内蔵 Disk は SSD であるが，OS 自体は旧シス
テム同様，ネットブートによるサーバからのダウ

















 OS が Windows8.1 から Windows10 になり，
















Windows OS では，Windows10 Pro が持つ 
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新 Net Support School の授業での活用法 
 
総合情報基盤センター 教授 柴田啓司 
 
端末室での PC 利用授業において，Net Support School を用いることで，操作の動きを含めた教師






2019 年 3 月に情報システムが更新され，Net 
Support School という授業支援ツールもアップ
デートされました。 
 Net Support School を用いると，学生の出席取









図 1 Net Support School の起動アイコン 
 
図 2 では教師用 PC での Net Support School
の画面を表示しています。 
 








図 3 学生 PC 画面（最上部にツールバー， 
画面中央のウィンドウで教師画面を受信中） 
 
３． 学生 PC の全体監視 
アクションバーの「画面」アイコンを選択する
と，全学生 PC の画面が表示（図 4）されます。 
 





































図 8 サインインを選択 
 




して保存先（F ドライブの USB メモリなど）を
指定してください。 
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図 10 の内容です。 
図 10 出席確認を CSV の 1 行目  
 
図 7で 2番目の「出席確認レポート」を選ぶと，





図 11 出席確認の内容の PDF ファイル 
６． 画面の送信 
 教師用 PC の画面を，学生全員の PC 画面に送
信することができます。これにより，マウスの動
きを含めて操作等を見せることができます。 




ら学生が自分の PC を操作することも可能です。 
 図 12 のように，標準ボタンの「画面送信メニ
ュー」を左クリックし，プルダウンメニュー一番
上の「画面送信」を選択すると，電源の入ってい
る PC に教員の画面が送信されます。 
 











図 13 画面送信設定 
表示名,ログイン名,コンピュータ名,クラス,生














の PC で操作して教師用 PC 画面の大きさを変更
できます。「１つの四角」の場合は全画面表示と
なり，学生の PC 操作はできません。 
 





信」を選択すると，図 16 のポップアップ画面が 
 
図 15 生徒メニューからの画面送信 
 










PC 画面を，他の学生 PC に転送することもでき

















図 18 画面送信停止のアイコン 
 










 学生 PC 上には図 21 のような表示がポップア
ップされるので，選択します。 
 教師用 PC では，図 20 右下部のように，選択
された結果が棒グラフで表示されていきます。ま
た，「結果」を有効にすることで，図 22 のよう
に学生 PC に結果を表示することも可能です。 
 
図 20 アンケート機能 
 
 
図 21 学生 PC でのアンケート表示 
 

















[1] “Net Support School 簡易マニュアル”， 
http://www.itc.u-toyama.ac.jp/inside/pdf/NetS

















































図 3. ルーブリックによる評価 
 
 
図 4. 評点の計算 
 
 













図 6. 活動またはリソースを追加する 
 
 



















































図 12. 管理ブロックのメニュー（高度な評定） 
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学術情報部情報政策課 山田 純一 
 























































字以上 16 文字以下となった。 
 
図 3 パスワード要件 



















学術情報部情報政策課 小林 大輔 
 

















図 1 二段階認証（一段階目） 
 










図 3 国旗表示機能（正規メール） 
 












認してから PC へ取り込むことが可能になる。 
 
 

















































ール変分法（ VMS: Variational multiscale 
method）(6, 7, 8)と密接な関連性があることが分か
ってきた．つい先日，著者は有限要素近似に用い












有界な𝑑𝑑次元(𝑑𝑑 = 2, 3)空間領域をΩ ⊂ ℝ𝑑𝑑 とし，
その境界を Γ = ∂Ω とする．このとき，次の定常
な移流拡散方程式を考える : Find the scalar 
function 𝑢𝑢:Ω → ℝ such that 
�𝒂𝒂 ∙ 𝛻𝛻𝑢𝑢 − 𝜐𝜐𝜐𝜐𝑢𝑢 = 𝑓𝑓  in Ω
𝑢𝑢 = 0  on Γ (1) 
ここで， 𝒂𝒂 ∈ (𝐿𝐿∞(Ω))𝑑𝑑 , 𝜐𝜐 および 𝑓𝑓 ∈ 𝐿𝐿∞(Ω) はそ
れぞれ移流速度ベクトル，拡散係数（あるいは粘
性係数），ソース（外力）である．移流速度には
divergence-free 条件∇ ⋅ 𝒂𝒂 = 0の制約は課してい
ない．なお，議論を明確にするため，式(1)の境界
条件には Dirichlet 境界条件のみを与える．  
従来，移流拡散方程式(1)に対するマルチスケー
ル変分法の関数空間には， 𝒱𝒱 = 𝐻𝐻01(Ω), 𝕃𝕃 =(𝐿𝐿2(Ω))𝑑𝑑を選び，次のカップリングさせた変分問
題 (2, 3, 7) を考える: Find 𝑢𝑢 ∈ 𝑉𝑉,𝒈𝒈 ∈ 𝕃𝕃 such that 
�
𝐵𝐵(𝑢𝑢,𝑣𝑣) + (𝜐𝜐add∇𝑢𝑢,∇𝑣𝑣) − (𝜐𝜐𝑎𝑎dd𝒈𝒈,∇𝑣𝑣)   
        = (𝑓𝑓, 𝑣𝑣)   ∀𝑣𝑣 ∈ 𝑉𝑉(∇𝑢𝑢 − 𝒈𝒈,𝓵𝓵) = 0           ∀𝓵𝓵 ∈ 𝕃𝕃 (2)
ここで，双一次形式 𝐵𝐵 は， 




域 Ω に三角形(𝑑𝑑 = 2)または四面体(𝑑𝑑 = 3)によ
る正則な有限要素分割 𝒯𝒯ℎ を与える．ここで，メ








𝑉𝑉1 = {𝑢𝑢1 | 𝑢𝑢1 ∈ 𝑃𝑃1(𝐾𝐾), ∀𝐾𝐾 ∈ 𝒯𝒯ℎ},       
𝑉𝑉𝑏𝑏 = {𝑢𝑢𝑏𝑏  � 𝑢𝑢𝑏𝑏|𝐾𝐾 = 𝑢𝑢𝑏𝑏𝐾𝐾𝜙𝜙𝐾𝐾 ∈ ℬ(𝐾𝐾), ∀𝐾𝐾 ∈ 𝒯𝒯ℎ},
𝑉𝑉ℎ = {𝑢𝑢ℎ | 𝑢𝑢ℎ|𝐾𝐾 = 𝑃𝑃1(𝐾𝐾) ⊕ℬ(𝐾𝐾), ∀𝐾𝐾 ∈ 𝒯𝒯ℎ} (4) 















題が次のように得られる (2, 3, 7, 8):  Find 𝑢𝑢ℎ ∈
𝑉𝑉ℎ ,𝔾𝔾ℎ ∈ ℝ0𝑑𝑑 such that 
�
𝐵𝐵(𝑢𝑢ℎ ,𝑣𝑣ℎ) + (𝜐𝜐add∇𝑢𝑢ℎ ,∇𝑣𝑣ℎ)− (𝜐𝜐𝑎𝑎dd𝔾𝔾ℎ ,∇𝑣𝑣ℎ)               = (𝑓𝑓,𝑣𝑣ℎ)   ∀𝑣𝑣ℎ ∈ 𝑉𝑉ℎ(∇𝑢𝑢ℎ − 𝔾𝔾ℎ ,𝓵𝓵ℎ) = 0           ∀𝓵𝓵ℎ ∈ ℝ0𝑑𝑑 (6) 
ここで，近似問題(6)の第 2 方程式では，𝔾𝔾ℎ =
ℙℎ∇𝑢𝑢ℎとし，ℙℎを空間∇𝑉𝑉ℎからℝ0
𝑑𝑑への𝐿𝐿2直交射影
とする．さらに，ℙℎ:∇𝑉𝑉ℎ → ℝ0𝑑𝑑 としてガウス一
点求積法に基づいたものを選ぶ．つまり，  





�(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝑢𝑢ℎ,𝓵𝓵ℎ� = �(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝑢𝑢ℎ,ℙℎ∇𝑣𝑣ℎ� (8) 
ここで，𝕀𝕀は恒等作用素である． 








題(6)は次の近似問題と等価である: Find 𝑢𝑢ℎ ∈ 𝑉𝑉ℎ 
such that 
𝐵𝐵(𝑢𝑢ℎ , 𝑣𝑣ℎ) + (𝜈𝜈add(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝑢𝑢ℎ , (𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝑣𝑣ℎ)                = (𝑓𝑓, 𝑣𝑣ℎ)  ∀𝑣𝑣ℎ ∈ 𝑉𝑉ℎ (10) 









得られる． (𝜈𝜈add(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝑢𝑢ℎ ,∇𝑣𝑣ℎ)                        = �𝜈𝜈add(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇(𝑢𝑢1 + 𝑢𝑢𝑏𝑏), (𝕀𝕀 − ℙℎ)∇(𝑣𝑣1 + 𝑣𝑣𝑏𝑏)�  = � 𝜈𝜈add((∇𝑢𝑢𝑏𝑏 ,∇𝑣𝑣𝑏𝑏)𝐾𝐾 − (ℙℎ∇𝑢𝑢𝑏𝑏 ,
𝐾𝐾∈𝒯𝒯ℎ
 ℙℎ∇𝑣𝑣𝑏𝑏)) (11) 
つまり，近似問題(10)は次のように書き換えるこ
とができる． 
𝐵𝐵(𝑢𝑢ℎ ,𝑣𝑣ℎ) + � (𝜈𝜈add𝛻𝛻𝑢𝑢𝑏𝑏 ,𝛻𝛻𝑣𝑣𝑏𝑏)𝐾𝐾         
𝐾𝐾∈𝒯𝒯ℎ
 
− � (𝜈𝜈addℙℎ∇𝑢𝑢𝑏𝑏 ,ℙℎ∇𝑣𝑣𝑏𝑏)𝐾𝐾
𝐾𝐾∈𝒯𝒯ℎ
        = (𝑓𝑓,𝑣𝑣ℎ)    ∀𝑣𝑣ℎ ∈ 𝑉𝑉ℎ       (12)  
ここで，一般的に用いられる気泡関数(9, 10, 13, 14) 
を選ぶ．この古典的な気泡関数は，面積座標ある
いは体積座標λ𝑖𝑖  (𝑖𝑖 = 1,⋯ , 𝑑𝑑 + 1) を用いることで
次式のように表現することができる． 


























注釈 2.  気泡関数と一括りに謂っても幾つかの
関数がこれまでに提案されている．気泡関数選び
の候補としては，residual-free bubbles (RFB) (13)












𝑢𝑢ℎ = 𝑢𝑢1 + � 𝑢𝑢𝑏𝑏𝐾𝐾𝜙𝜙𝐾𝐾
𝐾𝐾∈𝒯𝒯ℎ
(15) 
ここで，𝑢𝑢1 ∈ 𝑉𝑉1は線形一次要素の近似解, 𝑢𝑢𝑏𝑏𝐾𝐾は気
泡関数の自由度における近似解（気泡関数にかか


















𝑢𝑢1 ∈ 𝑉𝑉1 such that (𝒂𝒂 ⋅ ∇𝑢𝑢1,𝑣𝑣1) + (ν∇𝑢𝑢1,∇𝑣𝑣1)+ � 𝜏𝜏𝐾𝐾(𝒂𝒂 ⋅ ∇𝑢𝑢1,𝒂𝒂 ⋅ ∇𝑣𝑣1)𝐾𝐾
𝐾𝐾∈𝒯𝒯ℎ
 
= (𝑓𝑓, 𝑣𝑣1) + � 𝜏𝜏𝐾𝐾(𝑓𝑓,𝑎𝑎 ⋅ ∇𝑣𝑣1)𝐾𝐾
𝐾𝐾∈𝒯𝒯ℎ
  ∀𝑣𝑣1 ∈ 𝑉𝑉1 (17)  
ここで，𝜏𝜏𝐾𝐾は VMS 有限要素近似における安定化
パラメータである． 
𝜏𝜏𝐾𝐾 = |𝐾𝐾|−1(1,𝜙𝜙𝐾𝐾)2𝜈𝜈‖∇𝜙𝜙𝐾𝐾‖𝐾𝐾2 + 𝜈𝜈add‖(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝜙𝜙𝐾𝐾‖𝐾𝐾2   (18)  
ここで，ℎ𝐾𝐾  は要素𝐾𝐾のメッシュサイズである. 



















𝜏𝜏SUPG = ��2‖𝒂𝒂‖𝐾𝐾ℎ𝐾𝐾 �2 + �4𝜈𝜈ℎ𝐾𝐾2 �2�−
1








𝜈𝜈add = 𝜏𝜏SUPG−1 |𝐾𝐾|−1(1,𝜙𝜙𝐾𝐾)2 − 𝜈𝜈‖∇𝜙𝜙𝐾𝐾‖𝐾𝐾2‖(𝕀𝕀 − ℙℎ)∇𝜙𝜙𝐾𝐾‖𝐾𝐾2 (20) 
注釈 5.  古典的な気泡関数(13)を選ぶことによ
り，有限要素近似方程式(12)における気泡関数の
自由度に関する拡散項は，ℙℎ∇𝜙𝜙𝐾𝐾 = 0が自明であ
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Tenable社製 Nessus Professional版 
適応ルール 
基本 PCIDSSを利用し、一部部分カスタム 
適応ポート All Port 
 
4. 調査結果 




































また、2018 年の調査では、一部の IP ア





















   
 

































に迎える Windows7 の EoL の対策ととも
に、Mac を利用するユーザに関しては必ず
















































































































































































図 5 コース上に設置されたフィードバック 
 
 
図 6 質問の編集画面 
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ソースコード 1 のように、行頭に ‘#’ を
付けることで見出しを記述できる。‘#’ の個
数で見出しのレベルを定義できる。HTML
文書では、‘#’1 個の見出しが H1 に対応し、
‘#’2 個から ‘#’6 個まで順に H2～H6 に対応
する。本稿では LATEX 文書に変換する際に、
‘#’1個の見出しを chapter、‘#’2個から ‘#’6個
















































Pandoc は、Markdown, HTML, LATEX,
Word などの文書ファイルを、様々な形式
（Markdown, HTML, LATEX, Wordなど）に変
換できる非常に強力な Universal Document
Converterである。
Markdown 形式のファイル (input.md) か
ら LATEX形式のファイル (output.tex)への変
換は次のようなコマンドで行う。




















分が、LATEX の “fig. \ref{name}” にあた
り。LATEX とは異なり “fig.” が変換時に付
与される。“fig.” の部分は YAML で設定
ファイルを書くことで “図”に変更できる [6]。
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1. Markdown + pandoc-crossref 形式の原
稿ファイルを作成
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 Excel VBA用グラフィックス・ライブラリの高速化 
 
名誉教授  木原 寛 
情報政策課 技術専門職員 畑 篤 
 
                   
概要：先に報告した Excel VBA の AddShape 命令を利用したグラフィックス・ライブラリの各命







習環境としての Excel VBA での利用を念頭に置
き、Excel VBA用のワールド座標系グラフィック
スおよびタートルグラフィックス・ライブラリ




















































ている。3） 利用者が、Visual Basic Editorで
標準モジュールのModule１などにプログラムを 
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 表１ ワールド座標によるグラフィックス描画プロシージャ 
Sub InitializeGraphics()       ' グラフィックス利用の開始宣言 
Sub SetViewPort(ViewLeft, ViewTop, ViewRight, ViewBottom)       ' ビューポートの指定 
' 描画ウィンドウのサイズの指定 
Sub SetGraphicsWindow(WindowLeft, WindowTop, WindowRight, WindowBottom)        
Sub Move(x, y)       ' 移動 
Sub DrawLineTo(x2, y2, Optional cLineRGB)       ' 現在位置から直線を描く 
Sub DrawLine(x1, y1, x2, y2, Optional cLineRGB)       ' 直線を描く 
Sub DrawPolyLine(x, y, n)       ' 直線を連続して描く 
Sub DrawRectangle(x1, y1, x2, y2, Optional cLineRGB)       ' 矩形を描く 
' 塗りつぶした矩形を描く 
Sub DrawRectangleFill(x1, y1, x2, y2, Optional cLineRGB, Optional cAreaRGB)        
Sub DrawOval(x, y, rx, Optional ry, Optional cLineRGB)       ' 楕円を描く 
' 塗りつぶした楕円を描く 
Sub DrawOvalFill(x, y, rx, Optional ry, Optional cLineRGB, Optional cAreaRGB)        
Sub PointSet(x, y, Optional cLineRGB)       ' 点を打つ  
Sub DrawText(x, y, St, Optional cTextRGB)       ' 文字を表示する 
Sub SetLineColor(lc)       ' 線の色の指定 
Sub SetLineStyle(ls)       ' 線種の指定 
Sub SetDashStyle(ds)       ' 破線の種類の指定 
Sub SetLineWidth(lw)       ' 線の太さの指定 











































  回数 Autoshape GDI32 速度比  
Line 1,000 2.6 0.012 221 
 10,000 38.5 0.156 246 
  100,000 259.3 1.172 221 
Polyline 10,000 39.3 0.009 4,596 
  100,000 532.6 0.074 7,180 
Pset 900 5.3 0.000   
 10,000 164.1 0.063 2,626 
 90,000 × 0.516   
 250,000 － 1.637   
  1,000,000 － 6.016   
Rectangle 1,000 6.4 0.031 204 
 10,000 213.1 0.141 1,515 
  100,000 × 1.215   
RectangleFill 1,000 6.6 0.234 28 
 10,000 212.8 2.000 106 
  100,000 － 19.895   
Oval 1,000 6.6 0.047 141 
 10,000 215.9 0.379 570 
  100,000 － 2.734   
OvalFill 1,000 7.6 0.109 69 
  10,000 222.4 0.824 270 
 100,000 － 7.852  
 





1) 木原 寛、「Excel VBAへのグラフィックス描
画命令の実装」, 富山大学総合情報基盤セン
ター広報, Vol.4, p.35 (2007) 
2) 近田伸矢 他,「アクションゲーム作成入門」, 






































メージ問題を Moodle XML ファイルに変換す
るツールの開発を行った．  
2.1 問題となる背景画像の貼り付け 












































































































































































































































図７ ダミー選択肢(イメージ)の Moodle 表示例 
図８ ダミー選択肢(テキスト)の Moodle 表示例 
図 10 画像・テキスト選択肢の複合問題例 
図９ オプション設定画面 











































ロップイメージ問題を Moodle XML 形式から




















可能としたことから，Word 形式と XML 形式の
相互変換(図 14)を行うことができる． 
XML ファイルから Word 変換した問題を更

















図 12  複数問題の変換イメージ 






















1 畑 篤，木原 寛，上木 佐季子：“Word
を利用した Moodle 穴埋め問題一括変換ツー





ファイルの逆変換－”， Proceeding of 




ッグドロップ問題－”， Proceeding of 












 無料で多機能な OSS の ETL ツール「Kettle」を使ってみよう！(2) 































 Extract ・・・・データ抽出 
 Transform・・・変換 










 Kettle は BI スイーツ”Pentaho”の一部です。




vol.12 「無料で多機能な OSS の ETL ツール
『Kettle』を使ってみよう！」 をご参照ください。 










学生番号 姓 名 性別 
1001 富山 太郎 M 
1002 高岡 佐紀 F 
1003 魚津 次郎 M 
2001 射水 かおり F 
表 1 学生マスタ 
 
図 1 学生マスタ読込み結果  
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グ”を図 2 のように連結させます。 
 
 





























































(Switch / Case)”が利用できます。 




















































































































































































































































































































































































































































 平成 30 年度学内講習会開催状況 
 

























受講者数  29名 











講習会名 学内セミナー 大学職員のための PDF 
開催日時 






受講者数  85名 


































1回目：平成 30年 11月 6日(火) 
    13時 15分～14時 30分 
2回目：平成 30年 11月 13日(火) 
       13時 15分～14時 30分 
3回目：平成 30年 11月 20日(火) 
       13時 15分～14時 30分 
4回目：平成 30年 11月 27日(火) 




























































 利用に関する詳細は，センターの Web ページを参照ください。 
 URL：http://www.itc.u-toyama.ac.jp/service/license.html 
 
平成 31 年 3 月 31 日現在 
 
 
ソフトウェア Ver. 利用用途等 利用申請資格者 




JMP(Windows， Mac OS) 13 データ分析／統計 本学の職員 
SPSS(Windows,Mac OS) 23 統計解析 本学の職員 

























      担当：    総合情報基盤センター 技術補佐員 辻井直美 
      場所：    五福キャンパス 総合情報基盤センター 第２端末室 
 
2. 講習会目的 
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• 遠山和大, 沖野浩二, 上木佐季子, 黒田卓，"富山大学の構成員に対する情報セキュリティ教
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５． 補助金等 
• 奥村弘 (研究代表) ，"バラスト振動変形挙動評価技術と地震防災・減災機能を強化する鉄道
安全技術の構築"，科学研究費助成事業,挑戦的萌芽研究，課題番号: 16K13734, 3900 千円，平
成 28-31 年度, 継続. 
 
６． 外部講演 
• 遠山和大, "雪から読み解く地球環境", 南砺市民大学緑の里講座, 2018.5.16. 
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７． 社会貢献活動 
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平成 30 年度 学内ネットワーク利用状況 
 
 2018 年 4 月から 2019 年 4 月までの、学内外のネットワーク利用状況は下記のとおりで
す。日中のピーク時には 1Gbps を超える通信が発生しており、日平均では、2017 年度の通
信実績と同様の 450Mbps 程度を観測しています。 
2017 年度末の FW 更新に加え、2018 年度末に富山大学と外部接続用ルータを更新しま
した。これらの更新によりネットワークの性能不足が解消され、高負荷時にでも安定期に
速度が出せるようになりました。 

















VPN の接続方法は，総合情報基盤センターWeb ページに掲載されています。 
URL:http://www.itc.u-toyama.ac.jp/inside/start.html 
 平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日までの接続状況は，次のとおりで，表１，２は VPN
の接続状況です。 







利用月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
利用者数 2,118 2,141 2,098 2,216 2,154 2,313 
接続時間合計(hr) 6,268 5,547 4,859 4,916 5,815 4,963 
 
利用月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
利用者数 2,186 2,108 2,241 2,239 2,105 2,336 








利用月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
利用者数 18,415 7,471 6,880 9,305 7,401 22,331 
接続時間合計(hr) 16,654 4,704 4,176 4,929 4,499 13,350 
 
利用月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
利用者数 16,342 6,989 5,790 7,052 10,914 12,992 
接続時間合計(hr) 8,438 3,750 3,653 3,384 15,566 7,926 
 
 
表１ 職員の VPN 接続状況 
表２ 学生の VPN 接続状況 
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・1 階 第 1端末室 
・2 階 第 2端末室 
・2 階 リフレッシュルーム 
・3 階 第 3端末室 
・4 階 第 4端末室 
 共通教育棟 
・1 階 A11番教室（会議室） 
・2 階 A21番教室 
・2 階 A22番教室  
・2 階 A23番教室 
・3 階 A31番教室 
・3 階 A32番教室 
・3 階 A33番教室  
・3 階 A34番教室 
・4 階 A41番教室 
・4 階 A42番教室 
・4 階 A43番教室 
・2 階 B21番教室 
・3 階 B35番教室前廊下  
・1 階 C11番教室 
・1 階 C12番教室  
・1階 C13番教室 
・2 階 C21番教室  
・2 階 C22番教室  
・1 階 D11番教室 
・1 階 D12番教室  
・1 階 D21番教室  
・1 階 D22番教室  
・1 階 E11番教室  
・1 階 E12番教室  
・2 階 E21番教室  
・2 階 E22番教室  
・2 階 E23番教室  
・2 階 学生控室コーナー  
・3 階 E31番教室  
・3 階 E32番教室  
・3 階 E33番教室  
・3 階 E34番教室  
・4 階 E41番教室  
・4階 E42番教室  
・4 階 E43番教室  








・2階 第 3講義室 
・2階 第 4講義室 
・2階 ラウンジ  
・3階 第 5講義室 
・3階 第 6講義室 
・3階 ラウンジ 
 人間発達科学部 
・第 1棟 1階 111講義室 
・第 1棟 1階 112講義室 
・第 1棟 1階 113講義室 
・第 1棟 1階 114講義室 
・第 1棟 1階 115講義室 
・第 1棟 1階 117講義室 
・第 1棟 2階 大会議室 
・第 1棟 2階 中会議室 
・第 1棟 2階 小会議室 
・第 1棟 4階 141講義室 
・第２棟１階 エントランス 
・第２棟 1階 211講義室 
・第２棟 2階 端末室 
・第３棟 3階 311講義室 
・第３棟 3階 331講義室 
・第３棟 3階 332講義室 
・第３棟 4階 341講義室 
・第３棟 4階 342講義室 
・第５棟１階 レンタルルーム 7   






・講義棟 1階 101講義室 
・講義棟 1階 102講義室 
・講義棟 2階 201講義室 
・講義棟 3階 301講義室 
・講義棟 4階 401講義室 
・演習棟 2階 昼間主コース学生控室 
・演習棟 4階 端末室 
・研究棟 2階 学生掲示板前 
・研究棟 2階 小会議室 
・研究棟 3階 資料室（２） 
・研究棟 4階 視聴覚室 
・研究棟 4階 情報処理室 
・研究棟 7階 中会議室 
・研究棟 7階 大会議室  
 理学部  
・１号館 1階 端末室 
・１号館 2階 講義室（A238) 
・１号館 2階 講義室（A239) 
・１号館 2階 C202 
・１号館 2階 コラボレーション（C205) 
・１号館 3階 A337 
・１号館 4階 コラボレーション（A424) 
・２号館 1階 エントランス 
・２号館 1階 会議室（B136） 
・２号館 2階 小会議室 
・２号館 1階 学部長会議室 
・２号館 2階 リフレッシュスペース 
・２号館 2階 多目的ホール（B243） 
・２号館 3階 リフレッシュスペース 
・２号館 4階 リフレッシュスペース 
 工学部  
・講義棟 1階 104 講義室（第１端末室） 
・講義棟 1階 105 講義室（第２端末室） 
・講義棟 1階 106 講義室 
・講義棟 1階 ホール 
・講義棟 2階 ホール 
・管理棟 1階 エントランス 
・管理棟 2階 1261号室（大会議室） 
・管理棟 2階 小会議室 
・管理棟 2階 中会議室 
・電気棟 2階 4210号室 
・大学院棟 1階 第１大学院演習室 
・大学院棟 2階 リフレッシュコーナー 
・大学院棟 3階 リフレッシュコーナー 




・1 階 ロッジア 
・1 階 多目的ホール 
・1階 11講義室 
・1 階 12講義室 
・1 階 クリエーションスペース 













































 AZAMI  
・AZAMI  













・2 階 廊下 
・3 階 大会議室（中） 
・3 階 大会議室（小） 
 共同利用棟 
・6 階 会議室 
 医学部研究棟 
・3 階 多目的ルーム 
 講義実習棟 
・1 階 大講義室 
・1 階 101教室 
・1 階 102教室 
・1 階 103教室 
・2 階 201教室 
・2 階 202教室 
・2 階 203教室 
・3 階 302教室 
・3 階 303教室 
・3 階 304教室 
・4 階 401教室 
・3 階 402教室 
・3 階 403教室 
 医薬共通棟 
・3 階 ゼミナール室 3前廊下 
 薬学新棟 
・7階 セミナー室 8 
 看護学科棟 
・１階 11教室   
・２階 22教室   
・３階 ラウンジ 
 看護学科新棟 






・1 階 多目的ホール 
・1 階 廊下 
・2 階 廊下 













 ・1階 エントランスホール 
・2階 エントランスホール（西） 
































・F-161 図書館 1F閲覧室 
























































































端末室名 時限 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 端末室名 時限 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
1 1
総合情報基盤 2 総合情報基盤 2
センター２F 3 センター２F 3
第２端末室 4 第２端末室 4
60台 5 60台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
総合情報基盤 2 総合情報基盤 2
センター３F 3 センター３F 3
第３端末室 4 第３端末室 4
56台 5 56台 5




センター４F 3 センター４F 3
第４端末室 4 第４端末室 4
64台 5 64台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
図書館 2 図書館 2
マルチメディア 3 マルチメディア 3
研修室 4 研修室 4
30台 5 30台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
人文学部 2 人文学部 2
教育用 3 教育用 3
端末室 4 端末室 4
57台 5 57台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
人間発達科学部 2 人間発達科学部 2
教育用 3 教育用 3
端末室 4 端末室 4
46台 5 46台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
経済学部 2 経済学部 2
教育用 3 教育用 3
端末室 4 端末室 4
50台 5 50台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
理学部 2 理学部 2
教育用 3 教育用 3
端末室 4 端末室 4
50台 5 50台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
工学部 2 工学部 2
教育用第１ 3 教育用第１ 3
端末室 4 端末室 4
55台 5 55台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
1 1
工学部 2 工学部 2
教育用第２ 3 教育用第２ 3
端末室 4 端末室 4
34台 5 34台 5
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 6
7 7
表4 平成３０年度定期端末室利用状況(五福キャンパス)     は定期端末利用 


























部屋名称 時限 部屋名称 時限
1 1
杉谷キャンパス 2 杉谷キャンパス 2
情報処理実習室 3 情報処理実習室 3
(中） 4 (中） 4
60台 5 60台 5
（Mac） 6 （Mac） 6
7 7
1 1
杉谷キャンパス 2 杉谷キャンパス 2
情報処理実習室 3 情報処理実習室 3
(大） 4 (大） 4
１3１台 5 １3１台 5









木曜 金曜月曜 火曜 水曜月曜 火曜 水曜 木曜
この他に，臨時利用延べ24時限
部屋名称 時限 部屋名称 時限
1 1
2 2
高岡キャンパス 3 高岡キャンパス 3
C222 4 C222 4
45台 5 45台 5




高岡キャンパス 3 高岡キャンパス 3
C223 4 C223 4
47台 5 47台 5
（Windows） 6 （Windows） 6
7 7




表6 平成３０年度定期端末室利用状況(高岡キャンパス)     は定期端末利用 






















































































































端末室には 1 台のプリンターを設置しています。杉谷キャンパスは大教室 2 台，中教室 2 台，小






持ち点 1,500 ポイント／月 
A3 用紙 白 黒：１面あたり 20 ポイント 
カラー：１面あたり 40 ポイント 
A4 用紙 白 黒：１面あたり 10 ポイント 





























































































































































































































































































































































図 1 平成 30 年度 月別ジョブ件数 



































1 本以上のコースに教師ユーザとして登録されていたユーザ数は，図 2 のとおりです。 
計 262 本 
計 169 人 
- 79 -
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教 授 布村  紀男   
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